
木造住宅の場合

以内

市町村によっては上限額が異なります。詳しくは市町村にお問い合わせください。

昭和56年（1981年）5月31日
以前に建築された住宅

入浴中の事故は交通事故よりも多いと言われています。 また、 熱中症死亡者数も屋外より屋内のほうが多くなっています。
その他、 室温が居住者の健康に影響を及ぼすことが国の調査で報告されています。

省エネリフォームと耐震改修を一緒に行うことで快適
で安全な住まいを手に入れませんか。

耐震改修のために工事する壁に断熱材を入れるなど、 同時に行う
と工事に無駄がありません。

ヒートショックとは大きな室温の変化によって血圧が
急激に上下し、 心臓や血管の疾患が起こることです。

昭和５６年 （１９８１年） ５月以前に建築された旧耐震基準の住
宅についてはそのほとんどが現行の省エネルギー基準を満た
さないものと想定されます。

耐震改修といっしょに！？
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断熱リフォームや太陽光発電

などの創エネ設備の導入、 高

効率機器の導入によるエネル

ギー消費の削減は環境への負

荷を少なくする大事な取り組み

の一つとなっています。

省エネリフォームは、 コスト面でも

メリットがあります。 家の断熱性能

の違いによって、 年間の冷暖房費

は３倍近く違います。

出典 ： 国土交通省 「低炭素社会に向けた住まいと住まい方推進会議」

断熱レベルと年間冷暖房費の比較

無断熱 旧省エネ基準
（１９８０年）

新省エネ基準
（１９９２年）

次世代省エネ基準
（１９９９年）
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● ヒートショックや熱中症の予防になります。

● 血圧を下げる効果

　　室温が低いほど血圧が高くなります。断熱改修後、血圧が改善されました。

● 足元が温かい住宅では病気が少ない
　　床付近の室温が１５度以上の住宅に住む人は１５度未満の住宅に

　　住む人に比べて、高血圧・糖尿病で通院している人が少ない。

出典 ： 国土交通省 「断熱改修等による居住者の健康への影響調査」

太陽光発電
クリーンな太陽光によって日中発

電した電力を使用することができ

ます。 余った分は蓄電池に蓄え

たり売電したりできます。

高効率機器
照明のＬＥＤ化や省エ

ネタイプのエアコンへ

の取り換えを合わせて

行えば光熱費を抑える

ことができます。

浴室断熱
断熱タイプのユニットバ

スに交換すれば暖かい

浴室になります。

断熱材
耐震改修と併せて断熱リフォー

ムするなら耐力壁を入れる壁に

断熱材を同時施工すれば無駄が

ありません。

窓断熱

断熱リフォームを検

討するなら、 まずは

効果の高い窓から。

冷房使用時、 外から熱が入る割合の例

暖房使用時、 外に熱が逃げる割合の例

長い時間過ごす居間

と水回りだけの断熱リ

フォームでも効果は

感じられます。
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省エネリフォームの種類 断熱リフォーム 創エネ設備の導入 高効率機器の導入
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光熱費が下がる

断熱性能が向上すると健康づくりにつながる
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